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トピックス2　共鳴型無線電力伝送の研究が活発化
新たな無線電力伝送方式として、共鳴型無線電力伝送の研究が活発化している。共鳴型は送電距離を
電磁誘導型より延ばせるが、高効率で伝送するには微妙な共鳴条件設定を必要とし、その設定を保持さ
せるための工夫が研究開発のポイントになる。2007年 6月にマサチューセッツ工科大学が 2m離れた直
径 60cmのコイル間で、40％の伝送効率で送電し 60Wの電球を点灯するデモを行ったあと、世界中で
実証実験が続いていた。2010年 3月16～19日に開催された電子情報通信学会の総合大会では、昨年
まではゼロであった同技術に関する発表が 9件に増えている。これらの発表では、設計法の提案や送電
効率を高めるための提案などが行われ、模型ヘリコプターへ電力伝送を行うデモ飛行などの具体化も進ん
でいる。
新たな無線電力伝送方式として、共鳴型無線電力伝
送の研究が活発化している。共鳴型は、2007 年 6 月
に Science Express に掲載されたマサチューセッツ工
科大学の技術がオリジナルである1）。同大学は 9.9MHz
で電力回路を共鳴させて、2m 離れた直径 60cm のコ
イル間で 40％の伝送効率で送電するデモを発表し、
60Wの電球を点灯させて見せた（図表 1）。その後、
Intel 社が 2008 年に送電のデモを行い、Qualcomm 社
は 2009 年にワイヤレス充電のデモを行うなど、実証実
験が続いていた。日本でも実証実験が行われ、2010
年 3 月16 ～19 日の日程で開催された電子情報通信学
会の総合大会では、昨年までの大会ではゼロであった
同技術に関する発表が 9 件に増えている。
無線電力伝送に係る従来技術としては、送受信のコ
イル間を近接させることで両者の電磁結合を強くし、
送電の効率を高める電磁誘導型や、遠方に電磁波のビ
ームを絞り込んで放射し、その放射ビームを受信する
ことでの電力伝送を行うマイクロ波ビーム型などがあ
り、それぞれの特徴を生かした利用が考えられている
（図表 2）。
共鳴型無線電力伝送による送電距離は、マイクロ波
ビーム型には及ばないものの、電磁誘導型よりも伝送
距離を延ばせるため、モバイル機器や電気自動車への
応用が考えられている。マイクロ波ビーム型はアンテナ
を使い、遠方に電磁波を放射するように設計されてき
たが、共鳴型は逆に、できるだけ遠方には放射しない
ように設計して送電装置（コイル）の周辺に電磁エネル
ギーを保持させる。受電側では、この保持されたエネ
ルギーを損失なく効率よく受け取れるように、送電側と
同じ周波数で共鳴を起こすコイルを配置する。こうする
ことで、電磁エネルギーを移送でき、共鳴した相手だ
けに電力送電を行う。この時、高効率で電力伝送を
行うために、微妙な共鳴条件を必要とする。この条件
を設定・保持すること、コイル間の位置、向きなどを
設定することが、研究・開発の重要なポイントになる。
今回の電子情報通信学会での発表は、送電の効率
を高めるための提案や、送受電のコイルレイアウトに自
由度を持たせる提案のほか、電力伝送装置の設計方
法やそのための等価回路の提案がなされた。また、
模型ヘリコプターへ電力伝送を行うデモ飛行や、電子
機器に組み込むことを想定した実験結果の発表なども
あり、同方式の基礎的な研究だけでなく、具体化も進
んでいることが窺われる。
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図表 1　共鳴型無線電力伝送の配置
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図表 2　電磁波利用の無線電力伝送方式の比較
参考文献 2）を基に科学技術動向研究センターにて作成
ᣇ䇭䇭ᑼ વㅍ〒㔌 વㅍ㔚ജ ೑↪ᯏེ䈱৻଀ㄭ〒㔌䌾㆙〒㔌 ਛ䌾ᄢ㔚ജዊ䌾ᄢ㔚ജᭂㄭ〒㔌䋨ኒ⌕䋩 ήੱតᩏᯏ䇮ዊဳ㘧ⴕᯏᢙච㪺㫄䌾ᢙ㫄 ዊ䌾ਛ㔚ജ 䊝䊋䉟䊦ᯏེ䇮㔚᳇⥄േゞ౒㡆ဳ䊧䊷䉱䊎䊷䊛ဳ䊙䉟䉪䊨ᵄ䊎䊷䊛ဳ㔚⏛⺃ዉဳ䋨䈜䈪䈮⵾ຠൻ䋩 ㆙〒㔌 ࠦ࡯࠼࡟ࠬࡎࡦޔ+%ࠞ࡯࠼ޔࡕ࡯࠲࡯ᯏ 㧔ེኅ㔚ޔ⥄േゞ㧕ቝቮ⊒㔚ߩㅍ㔚
情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
